
米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来及び南側滑走路の運用開始に伴う騒音被害 

に対する抗議決議 

 

 本年１０月３日から４日にかけ、米海兵隊岩国基地所属のＦＡ－１８戦闘機１１機が飛来し、

１６日には、同基地所属のＦ－３５Ｂ戦闘機４機も飛来したが、飛来の目的などは明らかでは

ない。そのような中、一時滑走路工事のため閉鎖されていた南側滑走路が７日から運用が再開

され、本町砂辺地域では、１日平均の騒音発生回数は、４６．３回だったのが、南側滑走路の

運用開始後は、１日平均７９．１回に達した。また、同地域では、１０月９日に１９３回の騒

音発生回数があり、同日、午前１０時２０分には１０４．４デシベルを記録した。 

 近年の嘉手納基地周辺における環境基準値を超過した騒音は、幾度となく発生・測定されて

おり、常駐機の運用に加え、外来機の飛来による騒音被害が増加している事は明らかであり、

看過できない。そればかりか、嘉手納基地の騒音については、騒音規制措置（騒音防止協定）

において午後１０時から午前６時までの飛行制限が明記されているものの、基地司令官が出し

た滑走路運用指示書では、夏場には午前０時まで飛行を認める事が明記され、合意破りを前提

とした運用が容認されている。 

 欧州では駐留する米軍に対して、当該国の法と憲法を遵守させているが、日本、とりわけ沖

縄においては、やりたい放題であると言っても過言ではない。 

地域住民が日常的に航空機騒音被害に悩まされ、町民生活に甚大な悪影響を及ぼしている事

を日米両政府は認識し、ルールの遵守と実質的な負担軽減策を図るべきである。 

 よって、本町議会は、町民の生命、財産、安全を守る立場から、米軍及び関係当局に対し、

厳重に抗議するとともに、下記事項を速やかに実現するよう強く要求する。 

 

記 

 

１ 軍用外来機飛来を中止し、即時撤去すること。 

２ 嘉手納基地の負担軽減を速やかに実施し、機能移設・訓練移転を図ること。 

３ 騒音防止協定を遵守し、嘉手納基地の騒音軽減を確実に実施すること。 

４ 県内射爆撃場での実弾及び模擬弾を使用しての訓練を中止すること。 

５ 日米地位協定の抜本的な改定を早急に行うこと。 

６ 全ての在沖米軍基地を整理縮小・撤去すること。  

 

以上、決議する。 

 

  令和元年１１月１日 

 

              沖縄県中頭郡北谷町議会 

 

 

あて先 

駐日米国大使  米インド太平洋軍司令官 在日米軍司令官 

在沖米四軍沖縄地域調整官  嘉手納基地第１８航空団司令官  在沖米国総領事 

米海兵隊岩国航空基地司令官 


